








The Tohoku Pancreatic and Biliary Cancer Associacion
日 時 :平成 20年 10月 25日（土）13:00～17:45
場 所 :盛岡地域交流センター マリオス18階「188会議室」
会 長 :国立病院機構仙台医療センター 名誉院長 山内 英生
























































































































施行．病理にて癌遺残なく， pT 2:ss， pN0， H0，
P0，M（－），fStage IIであった．症例2は平成18年






























た．生検にてGroup V， adenocarcinoma， tub 1の





































































CA19 9 は微増を続け，平成19 年 6月，11月と精査し
たが，確定診断はつかなかった．12月の血液検査で




【症例2】73歳，男性．平成 15年 2月の EUSで
IPMNと診断され，その後フォローしていた．平成17

















































































































例，体尾部が60例．Stage IVbが 71例，stage IVaが
25例，stage IIIが 9 例，stage IIが 2例，stage Iが 3
例．
化学放射線治療はStage IVbで 18例，stage IVaが

























































用いてMaximum slope法によるperfusion CT を
行った．健常コントロール（C群，10例），膵癌（PCa
群，25例），膵癌に伴う随伴性膵炎（COP群 5例）に





【結果】(1）Perfusionは C群 64.1±9.2 ml/min./
100 ml，PCa群 6.3±3.4 ml/min./100 ml，COP群
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16.9±2.6 ml/min./100 ml，PEIは C群 57.9±12.3
 
HU，PCa群 13.3±7.2 HU，COP群 37.3±13.8 HU，
BVはC群 33.6±6.9 ml/100 ml，PCa群 6.7±5.0 ml/




































が48例，体尾部が35例．Stage IVが 71例，stage III













































































































は 29 例，Stage IVbは 21例．切除不能進行膵癌20例












































腫瘤型，2.大きさ :平均 14.5 mm（11～18 mm），3.術
前組織所見 :atypical epithelium 1例，tubular
 
adenoma moderate atypia 2例，tubular adenoma
 
moderate～severe atypia 1例，tubular adenoma 1
例．4. 治療前の肝機能障害，黄疸の有無 :肝機能障害
あり2例，黄疸あり1例．5. EUS/IDUSによる術前深










（atypical  epithelium→ poorly 1例，tubular
 




























る粘液産生胆管腫瘍（mucin producing  bile duct
 
tumors:MPBTs）とともに，胆管内乳頭状腫瘍













































mg/m?＋S 1 60 mg/m?であり，膵頭十二指腸切除で
はRDはGEM 1,000 mg/m?＋S 1 80 mg/m?となっ










にて早急にGEM に S 1 on or offのPhase II study



















1単独投与症例 :8例，GEM 単独投与症例 :5例，TS
 
1＋GEM 連続投与症例 :11例であった．いずれの症例
においても，CR症例は認められなかった．
TS 1投与症例においてPR:1例，SD:7例，PD:
8例であった．GEM 投与症例においてSD:5例，PD:
11例であった．
【結語】GEM，TS 1による再発例における治療成
績について提示した．より詳細な検討を加えて報告す
る．
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